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ブランド連想は、「記憶の中でブランドに結びつく全て」（Aaker, 1991, p. 109）、「消費者がブラ













































































































 第 7 章「ブランド連想の維持と連想ネットワークの構造上の特徴」では、連想のネットワーク内の位
置と連想の維持との関係に焦点を当て、ネットワーク内のどの位置に布置される連想が維持されや
すいかを明らかにしている。 















 第 8 章「ブランド連想ネットワークの経時的な変化の理解」では、個人別の連想ネットワークを、
消費者セグメントのネットワークに取りまとめる手法について検討し、取りまとめた消費者セグメ
ントの連想ネットワークに関する時間的な変化の特徴を明らかにしている。 
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